
平成 30 年度 第 3 回理事会 

平成 30 年 12 月 21 日（金） 14：30 から 

Ⅰ 会 場： 島根大学医学部附属病院  ゼブラ棟カンファレンスルームだんだん 

Ⅱ 出席者： 三島   錦織  領家  荒木  恒松  新田  鳥谷  高野  渡辺  赤沼 

朝倉  角(瑞)  豊田  角(和)  吉岡  高橋  横田  青戸  見山  藤原   

 （  委任） 

Ⅲ 報告事項 

  【総務】 

  ・会員の動向 446 名 平成 30 年 12 月 20 日現在 

【企画】 

   ≪検査と健康展≫ 

  ・10 月 13 日（土）松江イオンショッピングセンターで開催 

  ・実務委員 19 名で対応 

  ・来場者 246 名  待合の工夫等により円滑に開催できた 

【学術】  

  ≪研修会≫ 

  ・終了した研修会 

    10 月 13 日 臨床微生物部門研修会          会員 13 名参加 

    10 月 20 日 第 2 回 染色体・遺伝子部門研修会    会員 9 名参加 

    12 月 1 日  第 2 回 臨床生理部門研修会       会員 43 名参加 

    12 月 8 日  臨床一般部門研修会           会員 25 名参加 

    12 月 8 日  第 2 回 臨床微生物部門研修会      会員 27 名参加 

    12 月 8 日  血液部門研修会             会員 35 名参加 

  ・開催予定の研修会 

    1 月 27 日  生物科学分析部門研修会         承認済 

    1 月 27 日  第 2 回 輸血細胞治療部門研修会     別紙申請書 

    2 月 9 日  病理細胞部門研修会             別紙申請書 

【西部】 

  ≪浜田市健康福祉フェスティバル≫ 

  ・10 月 21 日（日）に参画 

  ・来場者 25 名に「物忘れチェック」を実施 

・例年の血圧脈波の要望もあったが、概ね好評の企画であったと思われる 

≪第 7 回島根県医学検査学会≫ 

・演題募集中。奮って演題登録をお願いします 

・ランチョンセミナーはシスメックスに打診中 

・県学会の前に特別公演(ハンセン病施設の紹介と検査について/演題名未定)を 

長島愛生園の柿木技師長より約 1 時間で予定 



【会長】 

  ・「日臨技臨床検査データ標準化事業」体制の見直しについて 

    島根県は松江赤十字病院と島根大学医学部附属病院の 2 施設が基幹施設として 

登録されていたが、今年度で終了 

  ・日臨技関連会議：三島会長出席 

1/25 14：00-17：00 情勢報告会、18：00-20：00 賀詞交換会 

1/26 9：00-12：00 全国幹事連絡会議、13：00-15：00 支部学術部長会議 

    ・日臨技連盟会議：錦織副会長出席 

      1/25 開催  

【事務局】   

  ・新人研修参加予定者 33 名 

  ・都道府県ニューリーダー参加予定者 36 名 

 

Ⅳ 審議事項 

1. 研修会申請・・・別紙参照 

第 2 回 輸血細胞治療部門研修会・・・承認 

第 1 回 病理細胞部門研修会・・・・・承認 

 

2. 研修会の講演時間、講師料等について 

「研修会等の企画及び運営細則」の第 17 条 

60 分未満 → 30 分以上 60 分未満  に変更・・・承認 

    30 分未満は 500 円の研修会費を免除 

 

3. 2020 年度 診療報酬改訂に向けた検査実施コスト調査の施設選出 

（それぞれの対象で 2 施設、合計 6 施設が対象） 

下記施設に協力依頼する。 

① 100 床以下の施設        公立邑智病院  西部島根医療福祉センター   

② 101 床～400 床以下の施設    安来市立病院  島根県済生会江津総合病院 

③ 401 床施設           松江赤十字病院  松江市立病院 

 

4. 役員改選について 

 ≪新役員推薦委員≫   小林 恵美子 （ヘルスサイエンスセンター島根） 

             遠藤 恵子  （松江市立病院） 

             石岡 秀子  （島根県立中央病院） 

             山本 貴子  （松江赤十字病院） 

             高橋 久美子 （松江生協病院） 

             吉野 功   （島根大学医学部附属病院） 

 



≪2019 年度の役員継続について≫    

・監事の高橋辰雄氏が退職に伴い辞退（後任を同施設に依頼、確認） 

・その他は全員継続 

 

5. 研修会等行事の中止基準について 

・災害時（台風、大雨等）の中止基準を決めておくべき 

・前もってわかっている場合は事務局に連絡して HP に UP する 

・申請者は中止の場合は HP で確認して貰うように研修会案内に記載しておく 

 

6. 中四国支部学会について 

・香川学会の報告（別紙） 

・各部門の企画について 12 月末までにまとめて支部長に提出 

・文化講演講師候補についてアクティブ・プロにリストアップを依頼する 

・役割分担：懇親会は領家副会長中心に、学生対応は学術ではなく企画で担当 

・全体の流れについて 

・来年の引継ぎ会は 4 月 6 日に岡山で開催 

香川と徳島が参加予定 

 質問事項は 2 月 15 日締め切りで集約し、2 月の内に香川へ送る                                                                                                                             

    水野支部長の旅費等は島根県負担 

・会長から H29 年度開催の山口県に決算書の提供を依頼する 

    山口県の決算書に基づき島根学会の予算立てをする 

 

7. 全国学会へのお酒について 

  事務局に一任 

 

その他 

・役員が担当外のイベントに参加した際の日当について 

     担当外の時は他の人と同様に扱う 

・サーベイの評価の指針を決めて欲しいという部門長からの意見が有った 

  学術部長から精度管理実務委員長へ来年度精度管理に間に合うように検討を依頼する 

・来年 5 月の下関での医学検査学会の一般演題締切が 12/25 まで延期。現在島根県からは 2 題エ

ントリー。会長より更なる協力依頼があった 

 

Ⅴ 次回理事会について      

来年度予算案の審議は 3 月中にメール会議で行う 

今年度決算処理が終了し、学会引継会終了後に開催する。（平成 31 年 4 月 8 日以降） 

 


